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(57)【要約】
体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がもた
らされるように、体内管腔又は体腔の側壁を真っすぐに
伸ばして平坦化するための、そして同時に内視鏡又は手
術道具の作業端の安定化又はドッキングを提供するため
の装置であって、本装置は、体積を画定する或る構造体
を備えた展開可能なフープ拡張器を備えており、展開可
能なフープ拡張器は、（i）縮小断面構成と（ii）拡張
断面構成の間で遷移させることができるように構成され
ており、それによって、展開可能なフープ拡張器は、体
内管腔の側壁を係合し、真っすぐに伸ばし、平担化して
、体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出をも
たらすことができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がもたらされるように、体内管腔又は体
腔の側壁を真っすぐに伸ばし、平坦化するための装置において、
　体積を画定する、長手方向に伸張している構造体を備えている展開可能なフープ拡張器
、を備えており、
　前記展開可能なフープ拡張器は、（i）縮小断面構成と（ii）拡張断面構成の間で遷移
させることができるように構成されており、それによって、前記展開可能なフープ拡張器
は、体内管腔へ容易に挿入するためのその縮小断面構成に設定することができ、その後、
前記体内管腔の前記側壁を係合し、露出し、真っすぐに伸ばし、平坦化し、それによって
前記体内管腔又は体腔内の前記病変又は異常の三次元露出がもたらされるように、その拡
張断面構成へ設定し直すことができる、装置。
【請求項２】
前記展開可能なフープ拡張器は、開放格子構造体を備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
前記展開可能なフープ拡張器は、多角形構造体を備えている、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
前記開放格子構造体は、少なくとも１つの支材によって互いに接続されている複数の平行
リングを備えている、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
前記平行リングは、円形構成を有している、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
前記平行リングは、卵型構成を有している、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
前記平行リングは、前記展開可能なフープ拡張器の長さに沿って変化する直径を有し、そ
の結果、前記展開可能なフープ拡張器は、その拡張断面構成にあるときは、非円筒形及び
非卵型の幾何学形状を形成することができる、請求項４に記載の装置。
【請求項８】
前記展開可能なフープ拡張器は、球状構成を有している、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
前記開放格子構造体は、渦巻き構造を備えている、請求項２に記載の装置。
【請求項１０】
前記渦巻き構造は、螺旋を備えている、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
前記渦巻き構造は、螺旋と少なくとも１つの支材を備えている、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
前記展開可能なフープ拡張器は弾性があり、普通はその拡張断面構成へと付勢され、更に
、前記装置は、前記展開可能なフープ拡張器を、その縮小断面構成に維持するための拘束
を備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
前記拘束は、ネットを備えている、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
前記ネットの一端は、閉じられている、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
前記拘束は、スリーブを備えている、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
前記開放格子構造体は、側面から見て、平行四辺形構成を特徴としており、更に、前記装
置は、前記展開可能なフープ拡張器を、その縮小断面構成からその拡張断面構成へ操作す
るための制御ワイヤを備えている、請求項２に記載の装置。
【請求項１７】
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前記開放格子構造体は、少なくとも１つの支材によって互いに接続されている複数のリン
グを備えている、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
前記少なくとも１つの支材は、蝶番によって前記平行リングに接続されている、請求項１
７に記載の装置。
【請求項１９】
前記展開可能なフープ拡張器は、内視鏡器具を前記展開可能なフープ拡張器に対して受け
入れるための少なくとも１つの案内を備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項２０】
前記少なくとも１つの案内は、前記内視鏡器具を前記展開可能なフープ拡張器に対して安
定させるように構成されている、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
前記展開可能なフープ拡張器は、遠位端と近位端を備えており、更に、前記展開可能なフ
ープ拡張器の前記遠位端は閉じられている、請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
前記展開可能なフープ拡張器は、遠位端と近位端を備えており、更に、前記展開可能なフ
ープ拡張器の前記近位端は、部分的に閉じられている、請求項１に記載の装置。
【請求項２３】
前記装置は、前記展開可能なフープ拡張器を折り畳み、及び取り出すための把持具を更に
備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項２４】
前記展開可能なフープ拡張器は、生体適合性材料を備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項２５】
前記展開可能なフープ拡張器は、超弾性合金材料を備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項２６】
前記展開可能なフープ拡張器は、形状記憶合金材料を備えている、請求項１に記載の装置
。
【請求項２７】
前記展開可能なフープ拡張器は、ポリマー材料を備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項２８】
前記生体適合性材料は、生分解性／吸収性の材料である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
前記展開可能なフープ拡張器は、内視鏡の生検チャネルを通して送られるように構成され
ている、請求項１に記載の装置。
【請求項３０】
前記展開可能なフープ拡張器は、内視鏡に外挿して送られるように構成されている、請求
項１に記載の装置。
【請求項３１】
前記展開可能なフープ拡張器は、内視鏡と一緒に送られるように構成されている、請求項
１に記載の装置。
【請求項３２】
体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がもたらされるように、前記体内管腔又
は体腔の側壁を真っすぐに伸ばし、平坦化するための方法において、
　展開可能なフープ拡張器を提供する段階であって、
　　前記展開可能なフープ拡張器は、体積を画定する、長手方向に伸張している構造体、
を備えており、
　　前記展開可能なフープ拡張器は、（i）縮小断面構成と（ii）拡張断面構成の間で遷
移させることができるように構成されている、前記フープ拡張器を提供する段階と、
　前記展開可能なフープ拡張器を、その縮小断面構成に設定する段階と、
　前記展開可能なフープ拡張器を、体内管腔又は体腔の中へ前進させる段階と、
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　前記展開可能なフープ拡張器を、前記体内管腔又は体腔の前記側壁を係合し、真っすぐ
に伸ばし、平坦化し、それによって前記体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出
がもたらされるように、その拡張断面構成に設定し直す段階と、から成る方法。
【請求項３３】
前記方法が、
　前記展開可能なフープ拡張器を、その縮小断面構成に設定し直す段階と、
　前記展開可能なフープ拡張器を、前記体内管腔又は体腔から取り出す段階と、の追加の
段階を含んでいる、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
前記展開可能なフープ拡張器は、開放格子構造体を備えている、請求項３２に記載の方法
。
【請求項３５】
前記展開可能なフープ拡張器は、多角形構造体を備えている、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
前記展開可能なフープ拡張器は、弾性があり、普通はその拡張断面構成へと付勢され、更
に、前記装置は、前記展開可能なフープ拡張器を、その縮小断面構成に維持するための拘
束を備えている、請求項３２に記載の方法。
【請求項３７】
前記展開可能なフープ拡張器は、（i）前記展開可能なフープ拡張器を圧縮し、次いで、
前記展開可能なフープ拡張器がその縮小断面構成に維持されるように前記拘束を適用する
ことによって、その縮小断面構成に設定され、（ii）前記拘束を解くことによって、その
拡張断面構成へ設定し直される、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
前記拘束は、ネットを備えている、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
前記拘束は、前記ネットを取り出すことによって解かれる、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
前記拘束は、前記ネットを緩めることによって解かれる、請求項３８に記載の方法。
【請求項４１】
前記拘束は、外側スリーブを備えている、請求項３７に記載の方法。
【請求項４２】
前記拘束は、前記外側スリーブを取り出すことによって解かれる、請求項４１に記載の方
法。
【請求項４３】
前記展開可能なフープ拡張器は、側面から見て、平行四辺形構成を特徴としており、更に
、前記装置は、前記展開可能なフープ拡張器を、その縮小断面構成からその拡張断面構成
へ操作するための制御ワイヤを備えている、請求項３２に記載の方法。
【請求項４４】
前記展開可能なフープ拡張器は、（i）前記平行四辺形構成を折り畳むことによって、そ
の縮小断面構成に設定され、（ii）前記制御ワイヤを操作することによって、その拡張断
面構成に設定し直される、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
前記展開可能なフープ拡張器は、それを内視鏡の生検チャネルを通して送ることによって
、前記体内管腔の中へ進められる、請求項３２に記載の方法。
【請求項４６】
前記展開可能なフープ拡張器は、それを内視鏡に外挿して送ることによって、前記体内管
腔の中へ進められる、請求項３２に記載の方法。
【請求項４７】
前記展開可能なフープ拡張器は、それを内視鏡と一緒に送ることによって、前記体内管腔
の中へ進められる、請求項３２に記載の方法。
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【請求項４８】
（i）前記展開可能なフープ拡張器がその縮小断面構成にあるときは、前記平行リングの
面が前記展開可能なフープ拡張器の長手方向軸に対し（側面から見て）鋭角に配置されて
おり、
　（ii）前記展開可能なフープ拡張器がその拡張断面構成にあるときは、前記平行リング
の面が前記展開可能なフープ拡張器の長手方向軸に対し（側面から見て）直角に配置され
ている、請求項４に記載の装置。
【請求項４９】
前記展開可能なフープ拡張器は、少なくとも１つの支材によって互いに接続されている複
数の平行リングを備えており、更に、
　（i）前記展開可能なフープ拡張器がその縮小断面構成にあるときは、前記平行リング
の面が前記展開可能なフープ拡張器の長手方向軸に対し（側面から見て）鋭角に配置され
ており、
　（ii）前記展開可能なフープ拡張器がその拡張断面構成にあるときは、前記平行リング
の面が前記展開可能なフープ拡張器の長手方向軸に対し（側図から見て）直角に配置され
ている、請求項３２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本特許出願は、Jeffrey Milsomらによる２００８年７月３０日出願の係属中の先行米国
仮特許出願第６１／１３７，３６１号「体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出
がもたらされるように、体内管腔又は体腔の側壁を真っすぐに伸ばし、平坦化するための
、及び／又は器具を前記体内管腔又は体腔に対して安定させるための方法及び装置」（代
理人整理番号第CORN-0311　PROV）の恩典を主張し、同特許出願を参考文献としてここに
援用する。
【０００２】
　本発明は、概括的には、外科的方法と装置に関し、より具体的には、体内管腔又は体腔
内の病変又は異常の三次元露出がもたらされるように、体内管腔又は体腔の側壁を真っす
ぐに伸ばし、平坦化するための、及び／又は器具を前記体内管腔又は体腔に対して安定さ
せるための外科的方法と装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　人体は、多くの異なる管腔及び腔を備えている。一例として、限定するわけではないが
、人体は、胃腸（ＧＩ）管、血管、リンパ節、尿管などの様な管腔を備えている。別の例
として、限定するわけではないが、人体は、腹腔、胸腔、副鼻腔、膀胱などの様な腔を備
えている。
【０００４】
　多くの症例では、体内管腔及び／又は体腔内又はそれらの側壁上の疾病過程又は異常を
内視鏡的に検査する及び／又は治療するのが望ましいこともある。一例として、限定する
わけではないが、胃腸管の管腔又は側壁に病変が無いか検査し、病変が見つかった場合、
当該病変に生検、切除、及び／又は治療を施すのが望ましいこともある。
【０００５】
　体内管腔及び／又は体腔の側壁の内視鏡検査及び／又は治療は、体内管腔又は体腔の側
壁の幾何学形状によっては複雑になるとも限らない。一例として、限定するわけではない
が、腸は、頻繁な曲折を特徴とする内側管腔と無数の襞を特徴とする側壁を有する細長い
器官である。この変化する側壁の幾何学形状のせいで、腸の側壁に形成された病変を検査
する及び／又は治療するのに困難を来すこともあり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　内視鏡的処置中の検査及び／又は治療のために体内管腔又は体腔の側壁組織が映し出さ
れ易くなるように、側壁を真っすぐに伸ばし、平坦化することができる内視鏡装置を提供
するのは有益であろう。
【０００７】
　体内空間に挿入された一器具（又は複数器具）の（単数又は複数の）先端又は（単数又
は複数の）作業端を固定する又は定位置に維持することができる内視鏡装置を提供するの
は、同様に有益であろう。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、内視鏡的処置中の検査及び／又は治療のために体内管腔又は体腔の側壁組織
が全次元で露出又は映し出され易くなるように、当該側壁を真っすぐに伸ばし、平坦化す
ることができる新規な内視鏡装置の提供と使用法を含んでいる。
【０００９】
　本発明は、また、一器具又は幾つかの器具の先端又は作業端を固定する又は安定させる
ことができる新規な内視鏡装置の提供と使用法を含んでいる。
　本発明の１つの好適な形態では、体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がも
たらされるように、体内管腔又は体腔の側壁を真っすぐに伸ばし、平坦化するための装置
が提供されており、本装置は、
　体積を画定する、長手方向に伸張している構造体を備えている展開可能なフープ拡張器
、を備えており、
　展開可能なフープ拡張器は、（i）縮小断面構成と（ii）拡張断面構成の間で遷移させ
ることができるように構成されており、それによって、展開可能なフープ拡張器は、体内
管腔へ容易に挿入するための縮小断面構成に設定することができ、その後、体内管腔の側
壁を係合し、露出し、真っすぐに伸ばし、平坦化し、それによって体内管腔又は体腔内の
病変又は異常の三次元露出がもたらされるように、その拡張断面構成へ設定し直すことが
できる。
【００１０】
　本発明の１つの好適な形態では、展開可能なフープ拡張器は、体内管腔又は体腔の管腔
又は側壁へアクセスできるようにする開放格子構成を備えている。
　また、本発明の別の好適な形態では、展開可能なフープ拡張器は、一器具（又は複数器
具）が展開可能なフープ拡張器とドッキングし、それによって、展開可能なフープ拡張器
が当該（単数又は複数の）器具の（単数又は複数の）先端又は（単数又は複数の）作業端
を固定する又は安定させることができるように構成されている。
【００１１】
　本発明の別の好適な形態では、体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がもた
らされるように、体内管腔又は体腔の側壁を真っすぐに伸ばし、平坦化するための方法が
提供されており、本方法は、
　展開可能なフープ拡張器を提供する段階であって、
　　展開可能なフープ拡張器は、体積を画定する、長手方向に伸張している構造体を備え
ており、
　　展開可能なフープ拡張器は、（i）縮小断面構成と（ii）拡張断面構成の間で遷移さ
せることができるように構成されている、フープ拡張器を提供する段階と、
　展開可能なフープ拡張器を、その縮小断面構成に設定する段階と、
　展開可能なフープ拡張器を、体内管腔の中へ前進させる段階と、
　展開可能なフープ拡張器を、体内管腔の側壁を係合し、露出し、真っすぐに伸ばし、平
坦化し、それによって体内管腔又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がもたらされるよ
うに、その拡張断面構成に設定し直す段階と、から成る。
【００１２】
　本発明の１つの好適な形態では、展開可能なフープ拡張器は、体内管腔又は体腔の側壁
へアクセスできるようにする開放格子構成を備えている。
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　また、本発明の１つの好適な形態では、展開可能なフープ拡張器は、一器具（又は複数
器具）を展開可能なフープ拡張器とドッキングさせ、それによって、展開可能なフープ拡
張器が当該（単数又は複数の）器具の（単数又は複数の）先端又は（単数又は複数の）作
業端を固定する又は安定させることができるように構成されている。
【００１３】
　本発明のこれら及び他の目的と特徴は、以下の本発明の好適な実施形態の詳細な説明を
、添付図面と併せて考察することによって、より完全に開示され又は明らかになってゆく
ものであり、図面中、同様の番号は同様の部分を指している。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明により形成された新規な内視鏡装置を示している概略図であり、体内管腔
又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がもたらされるように、体内管腔の側壁を真っす
ぐに伸ばし、平坦化するため、及び／又は器具の作業端への安定をもたらすために、新規
な内視鏡装置が体内管腔に展開されてゆくところである。
【図２】本発明により形成された新規な内視鏡装置を示している概略図であり、体内管腔
又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がもたらされるように、体内管腔の側壁を真っす
ぐに伸ばし、平坦化するため、及び／又は器具の作業端への安定をもたらすために、新規
な内視鏡装置が体内管腔に展開されてゆくところである。
【図３】本発明により形成された新規な内視鏡装置を示している概略図であり、体内管腔
又は体腔内の病変又は異常の三次元露出がもたらされるように、体内管腔の側壁を真っす
ぐに伸ばし、平坦化するため、及び／又は器具の作業端への安定をもたらすために、新規
な内視鏡装置が体内管腔に展開されてゆくところである。
【図４】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ拡
張器を備えている、新規な内視鏡装置の一態様を示している概略図である。
【図５】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ拡
張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図６】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ拡
張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図７】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ拡
張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図８】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ拡
張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図９】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ拡
張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図１０】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ
拡張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図１１】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ
拡張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図１２】ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ
拡張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図１３】ばね材料から形成され、外側スリーブによって拘束されている展開可能なフー
プ拡張器を備えている、新規な内視鏡装置の一態様を示している概略図である。
【図１４】ばね材料から形成され、外側スリーブによって拘束されている展開可能なフー
プ拡張器を備えている、新規な内視鏡装置の別の態様を示している概略図である。
【図１５】制御ワイヤで起立させる展開可能なフープ拡張器を備えている、新規な内視鏡
装置の一態様を示している概略図である。
【図１６】制御ワイヤで直立させる展開可能なフープ拡張器を備えている、新規な内視鏡
装置の別の態様を示している概略図である。
【図１７】制御ワイヤで直立させる展開可能なフープ拡張器を備えている、新規な内視鏡
装置の別の態様を示している概略図である。
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【図１８】展開可能なフープ拡張器を配置し直す又は取り出すための把持具の使用法を示
している概略図である。
【図１９】展開可能なフープ拡張器を配置し直す又は取り出すための把持具の使用法を示
している概略図である。
【図２０】展開可能なフープ拡張器を配置し直す又は取り出すための把持具の使用法を示
している概略図である。
【図２１】展開可能なフープ拡張器の送達を内視鏡又は他の装置に関して示している概略
図である。
【図２２】展開可能なフープ拡張器の送達を内視鏡又は他の装置に関して示している概略
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　新規な内視鏡（又は外科用）装置一般
　本発明は、内視鏡的又は他の外科的処置中の検査及び／又は治療のために体内管腔又は
体腔の側壁組織が映し出され易くなるように、及び／又は器具を前記体内管腔又は体腔に
対して安定させるための、当該側壁を真っすぐに伸ばし、平坦化することができる新規な
内視鏡（又は外科用）装置の提供及び使用法を含んでいる。
【００１６】
　より具体的には、本発明は、内視鏡的又は他の外科的処置中に体内管腔又は体腔の側壁
の整列及び映し出しをやり易くするため、及び／又は器具を前記体内管腔又は体腔に対し
て安定させるための、新規な内視鏡／外科用装置の提供及び使用法を含んでいる。この点
について、「内視鏡的処置」という用語は、実質的には、組織の視検、生検、及び／又は
治療（病変の除去を含む）を行うことを目的に体内の脈管又は器官の内部にアクセスする
ための、診断的か手術的かを問わず、如何なる低侵襲的処置をも指すものとし、外科的処
置という用語は、実質的には、身体に行われる如何なる医療上の外科的処置をも指すもの
とする。本発明の新規な内視鏡／外科用装置（これ以後、時に、便宜上、単に内視鏡装置
と呼ぶこともある）は、脈管又は器官の側壁の屈曲及び／又は湾曲及び／又は襞を真っす
ぐに伸ばし、平坦化するように適合されており、脈管又は器官内での内視鏡及び／又は他
の外科用器具の考えられ得るドッキング及び／又は固定を含め、脈管又は器官内での数多
くの処置の施行のためのプラットフォームを提供することができる。
【００１７】
　これより図１から図３を見てゆくと、本発明によれば、内視鏡的処置中の検査及び／又
は治療のために体内管腔又は体腔の側壁組織が映し出され易くなるように、及び／又は器
具を前記体内管腔又は体腔に対して安定させるための、当該側壁を真っすぐに伸ばし、平
坦化することができる内視鏡装置５が示されている。より具体的には、内視鏡装置５は、
一般的に、複数の支材２０によって一体に接続された複数の平行リング１５から全体が構
成されている展開可能なフープ拡張器１０を備えている。展開可能なフープ拡張器１０は
、（i）平行リング１５の面が展開可能なフープ拡張器１０の長手方向軸に対し（側面か
ら見て）鋭角に配置される縮小断面構成（図１）と、（ii）平行リング１５の面が展開可
能なフープ拡張器１０の長手方向軸に対し（側面から見て）直角に配置される拡張断面構
成（図２）の間で遷移させることができるように構成されている。この構成の結果として
、展開可能なフープ拡張器１０は、体内管腔（血管の管腔、器官の管腔など）２５へ容易
に挿入するための、その縮小断面構成（図１）に設定することができ、その後、体内管腔
２５の側壁３０を係合し、露出し、真っすぐに伸ばし、平坦化するために、その拡張断面
構成（図２）へ設定し直すことができる。体内管腔２５の側壁３０にこの様に係合し、真
っすぐに伸ばし、平坦化することによって、例えば内視鏡器具３５を利用する（図３）処
置の様な内視鏡的処置中の検査及び／又は治療で、側壁組織が映し出され易くなる。一例
として、限定するわけではないが、内視鏡器具３５は、伸ばせる生検装置４０をその中に
担持している内視鏡を備えていてもよい。展開可能なフープ拡張器１０は、体内管腔又は
体腔の側壁へアクセスできるようにする開放格子構成を有しているのが望ましい。本発明
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の１つの好適な形態では、展開可能なフープ拡張器１０は、多角形構造体を備えている。
【００１８】
　以下に更に詳細に論じられている様に、展開可能なフープ拡張器１０は、器具（例えば
、内視鏡器具３５）を展開可能なフープ拡張器１０とドッキングさせ、それによって、展
開可能なフープ拡張器が当該一器具（又は複数器具）の（単数又は複数の）先端又は（単
数又は複数の）作業端を、固定する又は安定させることができるように構成されているの
が望ましい。
【００１９】
　平行リング１５は、円形構成を有することもできるし（その場合、展開可能なフープ拡
張器１０は、拡張時に円筒形構成を有することになる）、楕円形構成を有することもでき
るし（その場合、展開可能なフープ拡張器１０は、拡張時に卵型形状を有することになる
）、或いは展開可能なフープ拡張器１０が挿入される器官又は腔によって確定される他の
形状を有することもできる。
【００２０】
　更に、平行リング１５は、展開可能なフープ拡張器１０の長さに沿って変化する直径を
有することもでき、そうすれば、展開可能なフープ拡張器１０は、その拡張断面構成にあ
るときは、或る特定の非円筒形又は非卵型の幾何学形状を形成することができる。一例と
して、限定するわけではないが、平行リング１５は、展開可能なフープ拡張器が球状構成
へと拡張するように様々な直径を有することができる。
【００２１】
　加えて、展開可能なフープ拡張器１０は、必要に応じ、その遠位端が閉じられていても
よいし、及び／又はその近位端が部分的に閉じられていてもよいし、及び／又はその近位
端と遠位端が部分的に閉じられていてもよい。
【００２２】
　展開可能なフープ拡張器１０の近位端は、内視鏡器具３５の遠位端を展開可能なフープ
拡張器１０に対して受け入れるための１つ又はそれ以上の案内４５を備えているのが望ま
しい。他にもあるが特に、案内４５は、内視鏡器具３５を展開可能なフープ拡張器１０と
ドッキングさせるように構成することができ、そうすれば、内視鏡的処置中に案内４５が
内視鏡器具３５を展開可能なフープ拡張器１０に対して固定する又は安定させる役目を果
たすことができる。この点について、内視鏡器具３５のための安定した支持プラットフォ
ームを提供することによって、組織の視診、生検、及び／又は除去を実施するときの器具
の解剖学的構造に対する安定化及び整列が大いにやり易くなることが理解されるであろう
。この安定した支持プラットフォームは、全層腸管切除（腸壁切出し又は分節切除）及び
／又は腸処置中の修復、腹膜診査（時にＮＯＴＥＳと呼ばれることもある自然開口経内視
鏡的外科処置（natural orifice trans-endoscopic surgical procedure）を含む）、閉
塞症の治療、及び／又は他の複合的な内視鏡的外科処置の様な、より広範囲に及ぶ外科的
処置を可能にし、及び／又はやり易くすることもできる。
【００２３】
　展開可能なフープ拡張器１０の拡張させることができる性質は、各種手段によって「ぱ
っと開く」（即ち、その縮小断面構成からその拡張断面構成へ遷移させる）ことができる
といった様な性質である。他にもあるが特に、展開可能なフープ拡張器１０は、以下に更
に詳細に論じられている様に、ばね材料（例えば、ニチノールの様な形状記憶合金、硬化
ステンレス鋼ワイヤ、自己拡張性ポリマーの様な可撓性プラスチックなど）から形成し、
外側ネットによって拘束することもできるし、又は展開可能なフープ拡張器１０は、ばね
材料から形成し、外側シースによって拘束することもできるし、又は展開可能なフープ拡
張器１０は、支材２０に接続されている制御ワイヤを操作するか又は専用の道具で装置の
一端を摘み、それによって装置を伸ばしたり縮めたりするなどにより、その縮小断面構成
と拡張断面構成の間で操作することもできる。
【００２４】
　ばね材料から形成され、外側ネットによって拘束されている展開可能なフープ拡張器
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　これより図４と図５を見てゆくと、より具体的には、展開可能なフープ拡張器１０の平
行リング１５が、ばね材料（例えば、ニチノールの様な形状記憶合金、硬化ステンレス鋼
ワイヤ、自己拡張性ポリマーの様な可撓性プラスチックなど）から形成され、外側ネット
５０によって拘束されている構成が示されている。本発明の１つの好適な形態では、展開
可能なフープ拡張器１０は、外側ネット５０を使用して、その縮小断面構成に維持された
状態で、内視鏡器具３５に上から嵌められている。代わりに、展開可能なフープ拡張器１
０を、外側ネット５０を介してその縮小断面構成に維持しておいて、アッセンブリ全体を
内視鏡器具３５のルーメンを通して送達してもよいし、又は展開可能なフープ拡張器１０
は、内視鏡器具３５と一緒に又は内視鏡器具３５とは全く別々に挿入してもよい。何れの
場合も、使用時、展開可能なフープ拡張器１０が治療部位に送達された後、ネット牽引ワ
イヤ５５を引っ張ることによってネットを抜去し（図６と図７）、それによって平行リン
グ１５を露出し、解放する。ネットが取り出されると、平行リング１５は、自動的に拡張
して（図８）、体内管腔の側壁に係合し、それによって側壁組織を露出し、真っすぐに伸
ばし、平坦化する。処置が終了すると、展開可能なフープ拡張器１０は、その縮小断面構
成に戻され、体内管腔から取り出されてもよいし、或る特定の状況下ではその場に留置さ
れてもよい。
【００２５】
　これより図９から図１１を見てゆくと、本発明の別の形態では、ネット５０は、拘束さ
れている展開可能なフープ拡張器１０を解放し、それによって平行リング１５が拡張でき
るように緩められはしていても、なおその場で拡張した展開可能なフープ拡張器の周りに
維持されている（図９）。結果として、閉鎖された遠位端を有するネット５０を形成する
ことによって、ネットは、治療部位の周りに「トラップ」として着座して、処置中に体内
管腔の側壁から除去され又は剥がされたものがあればそれらを捕まえ保持することができ
る。その後、処置が終了すると、展開可能なフープ拡張器１０は、その縮小断面構成に戻
されて、体内管腔から取り出され、次にネット５０が、体内管腔の側壁から除去されてネ
ットによって閉じ込められた組織又はかすがあればそれらを一体に担持しながら、体内管
腔から抜去される（図１０と図１１）。本発明のこの形態では、切り出された組織（例え
ば、生検標本）又は剥がれたかすを収納するための遠位端保留部５８を有するネット５０
（図１２）を形成することが望ましい。
【００２６】
　ばね材料から形成され、外側スリーブによって拘束されている展開可能なフープ拡張器
　これより図１３と図１４を見てゆくと、本発明の別の形態では、展開可能なフープ拡張
器１０が、ばね材料（例えば、ニチノールの様な形状記憶合金、硬化ステンレス鋼ワイヤ
、自己拡張性ポリマーの様な可撓性プラスチックなど）から形成され、外側スリーブ６０
によって拘束されている構成が提供されている。本発明の１つの好適な形態では、展開可
能なフープ拡張器１０は、外側スリーブ６０を使用して、その縮小断面構成に維持された
状態で、内視鏡器具３５に上から嵌められている。代わりに、展開可能なフープ拡張器１
０を、外側スリーブ６０を介してその縮小断面構成に維持しておいて、アッセンブリ全体
を内視鏡器具３５のルーメンを通して送達してもよい。或いは、展開可能なフープ拡張器
１０は、内視鏡器具３５と一緒に又は内視鏡器具３５とは全く別々に挿入されてもよい。
何れの場合も、使用時、展開可能なフープ拡張器１０が治療部位に送達された後、外側ス
リーブ６０を取り出し、それによって平行リング１５を解放する。外側スリーブ６０が取
り出されると、平行リング１５は、自動的に拡張して、体内管腔の側壁に係合し、前記側
壁を真っすぐに伸ばし、平坦化する。
【００２７】
　制御ワイヤで起立させる展開可能なフープ拡張器
　次に図１５から図１７を見てゆくと、展開可能なフープ拡張器１０を、支材２０に接続
されている制御ワイヤ６５、７０によって操作して、平行リング１５を拡張させることが
できる構成が示されている。本発明の１つの好適な形態では、展開可能なフープ拡張器１
０は、その縮小断面構成に維持された状態で、内視鏡器具（図１５から図１７には図示せ
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ず）に上から嵌められている。代わりに、展開可能なフープ拡張器１０は、内視鏡器具の
ルーメンを通して送達することもできようが、その場合も同様に、展開可能なフープ拡張
器はその縮小断面構成に維持された状態である。或いは、展開可能なフープ拡張器１０は
、内視鏡器具と一緒に又は内視鏡器具とは全く別々に挿入されてもよい。何れの場合も、
使用時、展開可能なフープ拡張器１０が治療部位に送達された後、制御ワイヤ６５を遠位
方向に引っ張ることによって展開可能なフープ拡張器を起立させる。この行為によって、
展開可能なフープ拡張器はその拡張断面構成を取るように起立する（図１５から図１７参
照）。注目すべきは、本発明のこの形態では、展開可能なフープ拡張器１０は弾性材料か
ら形成する必要がないということであり、というのも、展開可能なフープ拡張器は、制御
ワイヤ６５を引っ張ることによって起立させられるのであって、展開可能なフープ拡張器
自体の弾性的な性質によって起立するのではないからである。
【００２８】
　更に、展開可能なフープ拡張器１０は、それまで引っ張っていた制御ワイヤ６５を放す
ことによって折り畳むことができる。すると、両方の制御ワイヤ６５、７０を引っ張るこ
とによって、展開可能なフープ拡張器１０を動かすことができる。展開可能なフープ拡張
器を正しく配置し直した後、制御ワイヤ６５を引っ張りさえすれば、展開可能なフープ拡
張器を再び拡張させることができる。
【００２９】
　図１５から図１７に示されている構成では、支材２０は、支材を平行リング１５に対し
て軸回転させる蝶番配列を用いて平行リング１５に接続されているのが望ましいものと理
解されたい。この蝶番は、ピン留め蝶番、一体蝶番などであってもよい。
【００３０】
　螺旋構造を備えた展開可能なフープ拡張器の形成
　本発明の別の形態では、展開可能なフープ拡張器１０は、螺旋構造を用いて形成されて
いてもよい。より具体的には、本発明のこの形態では、複数の平行リング１５は、体積を
画定する、螺旋、二重螺旋、別の渦巻き（螺旋）形態、又は、別の折り畳み可能／拡張可
能な多角形構造体に置き換えられていてもよい。展開可能なフープ拡張器１０が、螺旋、
二重螺旋、又は別の渦巻き（螺旋）形態で形成されている場合は、支材２０は、設けられ
ていてもよいし、設けられていなくてもよい。
【００３１】
　展開可能なフープ拡張器について選定された特定の構造にかかわらず、展開可能なフー
プ拡張器の少なくとも一部分は、体内管腔又は体腔の側壁へのアクセスを可能にする開放
構成（例えば、開放格子構成）を有しているのが望ましい。
【００３２】
　展開可能なフープ拡張器の配置直し又は取り出し用の把持具の使用
　次に図１８から図２０を見ると、展開可能なフープ拡張器１０は、専用の把持具７５を
使って後退させてもよい（例えば、配置し直し又は完全取り出しの場合）。より具体的に
は、専用の把持具７５は、装置全体を伸ばしたり縮めたりし、それによって装置を配置し
直したり取り出したりできるように、展開可能なフープ拡張器の最も端の平行リング１５
を把持することができるフック８０を備えている。
【００３３】
　内視鏡又は他の装置に関した展開可能なフープ拡張器の送達
　上で指摘した様に、展開可能なフープ拡張器１０は、それを内視鏡又は他の器具の上か
ら、又は内視鏡又は他の器具の作業チャネルを通して、送達することができるように、或
いは、内視鏡又は他の器具と一緒に、又は内視鏡又は他の器具を完全に外れて又はそれら
器具とは完全に別々に、送達することができるように、設計されている。例えば、内視鏡
器具３５に平行に配置されているチャネル８５の中に配置されている展開可能なフープ拡
張器１０を示している図２１と図２２を参照されたい。チャネル８５は、例えば随意的な
スナップ式リング９０を用いるなど様々なやり方で、内視鏡器具３５に取り付けることが
できる。
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【００３４】
　内視鏡的処置終了時に展開可能なフープ拡張器を体内に維持する
　殆どの症例では、展開可能なフープ拡張器１０は、内視鏡的処置が終了すれば、患者か
ら取り外されることになる。しかしながら、症例によっては、内視鏡的処置が終了した後
、一定期間、脈管又は器官への支持を提供するのが望ましいこともある。その場合、処置
が終了すると、展開可能なフープ拡張器１０を体内管腔に残留させ、その後、支持がもは
や要らなくなったときに、展開可能なフープ拡張器を身体から取り出すことができる。随
意的に、展開可能なフープ拡張器１０は、生分解性／吸収性の材料から形成することがで
きる。この場合、内視鏡的処置が終了すると、装置を体内に残留させることができ、する
と装置は、その後、身体によって生分解又は吸収される。
【００３５】
　用途
　本発明の新規な内視鏡／外科用装置は、実質的に如何なる内視鏡的処置又は外科的処置
においても、内視鏡的処置中の組織の整列及び映し出しをやり易くするのに、又はその様
な内視鏡的処置中に内視鏡又は他の器具の作業端を固定する、ドッキングする、又は安定
させるのに、使用することができる。
【００３６】
　本発明は、一般に、頻繁な曲折を特徴としていて、無数の襞を特徴とする側壁を有して
いる胃腸（ＧＩ）管に関して、最も広範な用途を有しているものと確信する。しかしなが
ら、本発明の方法及び装置は、他の体腔（例えば、頭蓋、胸腔、腹腔、骨盤、副鼻腔、胸
郭、膀胱など）、及び他の管状臓器（例えば、食道、胃、十二指腸、膣、尿管、卵管、尿
道、血管、気管支など）の内部で使用されてもよい。
【００３７】
　こうして、例えば、本発明の新規な内視鏡装置は、自然開口経内視鏡的手術（ＮＯＴＥ
Ｓ）の処置を含め、或る種の特化された内視鏡的処置はもとより、内視鏡的手術を伴う場
合もあり得る他の複合的な内視鏡的処置を施術する場合に使用することができる。
【００３８】
　改良
　本発明を、或る特定の例示となる好適な実施形態に関して説明してきたが、当業者には
容易に理解、認識される様に、本発明はその様に限定されるわけではなく、本発明の範囲
内に留まる限り、上に論じられている好適な実施形態には多くの追加、削除、及び改良を
加えることができる。
【符号の説明】
【００３９】
　　５　内視鏡装置
　　１０　フープ拡張器
　　１５　平行リング
　　２０　支材
　　２５　体内管腔
　　３０　側壁
　　３５　内視鏡器具
　　４０　生検装置
　　４５　案内
　　５０　外側ネット
　　５５　ネット牽引ワイヤ
　　５８　遠位端保留部
　　６０　外側スリーブ
　　６５、７０　制御ワイヤ
　　７５　把持具
　　８０　フック
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　　８５　チャネル
　　９０　スナップ式リング
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